
令和８年度
安全運転管理者等講習

道路交通の現状と
交通事故の実態

千葉県警察本部
交通部交通総務課



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

本日の内容

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

令和８年４月１日から
自転車に対する交通反則通告制度

が適用されます。

「悪質・危険な違反」

取締り対象

いわゆる「青切符」



① 反則行為の中でも、重大な事故につながるおそれが
高い違反

「悪質・危険な違反」の例

※ 一例であり、ほかにも取締りの対象となる場合があります



② 違反の結果、実際に交通への危険を生じさせたり、
事故の危険が高まっているとき

※ 一例であり、ほかにも取締りの対象となる場合があります



③ 違反であることについて指導警告されているにも
かかわらず、あえて違反を行ったとき

※ 一例であり、ほかにも取締りの対象となる場合があります





１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

令和８年９月１日から
生活道路における自動車の法定速度

が引き下げられます。

６０㎞/h

生活道路
法定速度

生活道路
法定速度

３０㎞/h



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

生活道路とは

主に地域住民の日常生活に利用されるような、
中央線などがない道路のことです。

中央線など

なし



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

法定速度が引き続き６０㎞/hの道路

① 道路標識又は道路標示による中央線
又は車両通行帯が設けられている一般道路

中央線
（道路標識）



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

法定速度が引き続き６０㎞/hの道路

② 道路の構造上又は柵その他の工作物により
自動車の通行が往復の方向別に分離されている一般道路



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

④ 自動車専用道路

法定速度が引き続き６０㎞/hの道路

③ 高速自動車国道のうち、
本線車道並びにこれに接する加速車線及び減速車線
以外のもの



１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ

最高速度が指定されている道路は
指定された最高速度となります。



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

本日の内容

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

１ 最近の道路交通法等の改正の概要
自転車に対する交通反則通告制度の適用
生活道路における法定速度の引下げ



①運転者の状況把握

②安全運転確保のための運行計画の策定

③長距離、夜間運転時の交代要員の配置

④異常気象時等の安全確保の措置

⑤点呼等による安全運転の指示

⑧運転日誌の記録

⑨運転者に対する指導

⑥運転前後の酒気帯びの目視確認・アルコール検知器による確認

⑦確認の記録（１年間保存）・アルコール検知器の常時有効保持

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



酒気帯び確認は、どのように行うの？

対象：業務開始前後の運転者

方法：①目視等による確認
②アルコール検知器による確認

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

※ ①②両方が必要です



目視等で確認とは、何を確認するの？

運転者の顔色、呼気の臭い、応答の声の調子等
から、酒気帯びの有無を確認して下さい。

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



アルコール検知器

呼気に含まれるアルコールを検知する機器であって、
を用いて行うこと。

国家公安委員会が定めるアルコール検知器

呼気中のアルコールを検知し、その有無又はその濃度を
警告音、警告灯、数値等により示す機能を有する機器

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



直行直帰の場合など、
対面での確認ができない場合は、
どうすればいいの？

対面での確認ができない場合には、運転者に
アルコール検知器を携行させるなどした上で、
・カメラ、モニター等による確認
・電話など直接対話できる方法による確認

等の方法で実施することができます。

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

安全運転管理者が不在の場合や
他の業務により点呼ができない場合は、
副安全運転管理者や補助者に行わせることが
できます。

私が不在の場合は、どうすればいいの？



確認内容の記録（１年間保存）

①確認者名
②運転者
③自動車の登録番号又は識別できる記号・番号等
④確認の日時
⑤確認の方法
⑥酒気帯びの有無
⑦指示事項
⑧その他必要な事項

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



確認内容の記録（１年間保存）

運転者

時間（運転前）

時間（運転後） 対面 検知器使用 有・無 数値

9:00 ○ 無 無し 鈴木一郎

11:00 ○ 無 無し 鈴木一郎

14:30 ○ ○ 無 0.0ｍｇ 無し

16:30 ○ ○ 無 0.0ｍｇ 無し

警察　太郎

4月2日

4月1日

確認者名 備考日付

確認方法 酒気帯びの有無

指示事項 運転車両

１号車

1234

山
本

山
本

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

※ 様式例（様式の定めはありません）



～ 御確認ください ～

詳しくは
千葉県警察ホームページに掲載しています

千葉県警 安全運転管理者 Q＆A 検索

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



条例に基づく
「千葉県飲酒運転根絶計画」

基本方針
～ 飲酒運転ゼロを目指して ～

「飲酒運転は絶対しない、させない、許さない」
という県民意識の定着を図るため、飲酒運転の根絶
に関する教育や知識の普及、啓発活動等を推進する

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



「千葉県飲酒運転根絶計画」

◇ 計画期間
令和６年度から令和１０年度（５か年）

◇ 目標
・飲酒運転による死亡事故件数 ０件
・飲酒運転による交通事故件数 着実な減少
・公職にある者の飲酒運転件数 ０件
・飲酒運転根絶宣言事業所登録数 １万件
・飲酒運転根絶宣言店登録数 ３千件

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



飲酒運転根絶宣言事業所

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

飲酒運転の根絶に向け、ぜひ、登録を御検討ください



千葉県内の飲酒運転による人身事故の件数
（令和７年中）

８７件

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

５名が亡くなっています



～ 職場で御活用ください ～

動画は
千葉県警察ホームページに掲載しています

千葉県警 飲酒運転受刑者の手記 検索

飲酒運転受刑者の手記

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認





（人を死亡させた場合）･･･最長20年の拘禁刑

（人を負傷させた場合）･･･最長15年の拘禁刑

危険運転致死傷罪

飲酒運転により人身事故を起こした場合
危険運転致死傷罪が適用されることがあります

「アルコールの影響により正常な運転が困難な状態
で車を走行させた」などの「危険運転」に該当する
飲酒運転を行い､その結果により人を死傷させた場合

４５点～６２点



～ 深酒、飲み過ぎによる二日酔い運転の防止 ～

翌朝になっても
体にお酒が残っていたら飲酒運転です

飲酒運転は、
飲んだ直後に運転すること

だけではありません。

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認



※ あくまでも目安であり、体にお酒が残っていたら飲酒運転になります



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

本日の内容

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

横断歩道上における歩行者の保護を徹底する
「ゼブラ・ストップ」



千葉県内の横断歩道横断中の人身事故の件数
（令和７年中）

３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

８７９件

１３名が亡くなっています



千葉県内の信号機のない横断歩道の一時停止率
（令和７年中）

３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

※日本自動車連盟（ＪＡＦ）の全国調査結果から引用

48.4％

全国平均 56.7％



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

～ 職場で御活用ください ～

動画は
千葉県警察ホームページに掲載しています

千葉県警 ゼブラ･ストップ 検索

信号機のない横断歩道の通過方法



最近の特異事案

高速道路への立入り（誤進入）が急増

立入りとは、本来、高速道路への進入が禁止され

ている原付、自転車、歩行者等が誤って高速道路に

入ってきたものを言います。

高速道路への立入りは、交通違反になる可能性が

あるほか、重大事故につながる危険性があります。



高速道路を通行できない代表的な車両

・総排気量１２５ｃｃ以下の普通自動二輪車

・原動機付自転車

・自転車

※当然、歩行者は入れません。

最近の特異事案



①立入り通報件数

令和７年中

約８５０件（前年比で約２７０件も増加）

②立入り理由は、

・スマートフォンのナビアプリにしたがって誤進入

・外国籍の方が日本の交通ルールを知らないで誤進入

・高速道路にいることを気づいていない 等

最近の特異事案



③立入りの多いＩＣ

・篠崎ＩＣ（京葉道）

・舞浜ＩＣ（湾岸線）

・湾岸習志野ＩＣ（東関道）

・湾岸市川ＩＣ（東関道）

・花輪ＩＣ（京葉道）

・船橋ＩＣ（京葉道）

最近の特異事案

④立入りの多い高速道路

・京葉道

・東関道

・首都高



運転者に対する指導

特に、

○ 仕事中、原付等の二輪車を使用する方

○ 運転免許を取得して間もない方

○ 外国籍の方など日本の交通ルールを知らない方

最近の特異事案

安全運転管理者の方へのお願い



交通事故の場合の措置

①運転を停止 → その場に停止

②負傷者を救護 → ケガの有無を確認

必要に応じて １１９番

③危険防止の措置 → 安全な場所に移動 など

④警察官に報告 → 交通事故の届出

必ず １１０番

ケガや損壊の大小にかかわらず、警察官への報告が必要です
その場で通報し、到着した警察官に届出をしてください

※ 相手の人が「大丈夫」と言っても届出、
相手の人が立ち去っても届出、
ガードレールや電柱などの工作物でも届出です。
届出をしないと「ひき逃げ」「当て逃げ」となる場合があります。



３ ゼブラ・ストップ
横断歩行者の保護

おさらい

２ 安全運転管理者の業務
酒気帯び確認

１ 最近の道路交通法等の改正の概要
・自転車に対する交通反則通告制度の適用
・生活道路における法定速度の引下げ



適正かつ確実に

安全運転管理業務を実施しましょう


